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グヘ ッ ドネス 個体で は，頭部骨格 の 異常 の 他 に は，骨に

顕著な異常は観察 さ れ な か っ た 。
パ グ ヘ

ッ ドネス 個体の

頭部に は，骨 の 欠損は観察さ れ な か っ た。

［考察コ 組織学的観察 の 結果 は ，
パ グヘ

ッ ドネ ス 個 体で

は ， 鼻骨，前頭骨，前上顎骨 に ， 骨 の モ デ リン グの 局所

異常が生 じて い る こ とを示 して い た 。 さ らに篩骨 で は 内

軟骨性骨化 の 不全が見 られ，形態的 に は 体軸方向 へ の 伸

長 が 不 全 で あ っ た。こ れらを総合的に判断す ると，パ グ

ヘ ッ ドネス 個体に 特徴的 な 頭 部 の 形 態異常は篩骨 の 形成

不全に よっ て引き起こ さ れ て い る可能性が高い 。

マ サバ筋肉の構造変化に関する研究一 皿

　　 熊野灘沖産 マ サバ の死 後変化

　　　　　　　　　 o 大 石 恵司 ・ 安 藤正 史 （近大農）・

　　　　　　　　　　　 望月　聡 （大分大教育福祉）・

　　　　　　　　　 塚正 泰之 ・牧之段保夫 （近大農）

［目的コ　マ サ パ は 鮮度低下の速い 魚と して一
般には生食

に適さない 魚 として 扱われ て い る 。 しか し， 大分県佐賀

関町沖の 豊後水道 で 漁獲され る 「関サ バ 」 は 取 り扱 い に

注意を払 うの で生食が 十分可能である。マ サ バ の 取 り扱

い に 関 して は，致死 条件 お よび 貯蔵温度 の違 い が鮮度変

化 に大 き く影響す る こ とが報告 さ れ て い る。

　 そ こ で 今回は，豊後水道以外の海域 で 漁獲され た マ サ

パ を 同条件 で処理 し，その 鮮度低下 の 過程 を関サ バ と比

較検討 した。

［方法］ 平成 12年 3 月 に熊野灘沖で 漁獲され た マ サパ

3個 体 （27〜28　cm ，約 270　g） を延髄刺殺 に より即 殺

し，血 抜 き後に 4℃ で 貯蔵 した。背部普通筋を 死 後 24

時間ま で 4 時間おきに採取 し，破断強度の 測 定，光顕

お よび 透過型電顕 に よる構造観察を行 っ た 。 ま た 光学顕

微鏡写真 を 用 い て ，筋肉 の 全断面積 に 占める細胞間隙 の

割合を求めた。

［結果］　破断強度は 死後 8 時間か ら死後 12 時間の 間 で

測定値が 大 きく低下 し，その 後 24 時間 ま で は 比 較的緩

慢に 低下 し続 け た。こ の 軟化現象 の進行は関サ バ の 場合

よ り も明 ら か に 遅 か っ た
。

　光学顕微鏡観察 で は，死後 8 時間 か らの 細胞間 の 隙

間 が増大が認められた 。 こ れ は破断強度の 低下 と相関 し

て い た 。 ま た 細胞間の 微細構造を透過型電子顕微鏡で観

察 した結果，死 後 8 時間 に お い て は細胞間 は 広 が る が

その 中間に コ ラ
ーゲ ン 繊維 は 規則正 し く紐状 に 存在 して

い た 。 死後 12時間以降は細胞間の 隙間が拡大す る と と

もに，コ ラ
ーゲ ン 繊維の 配列が不規則 に な っ た り ， ある

い は コ ラ
ーゲ ン 繊維その もの が消失 して い た 。

　今 回 の 結果は，関 サ バ の高品質 は単 に取 り扱 い の 問題

で は な く，マ サパ その もの の 違 い が 大 き く関与 して い る

こ とを示す もの で あ る 。
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トラフ グ筋肉からの V 型 コ ラ
ーゲン の精製

　　　　　　　　　 ○ 重村泰毅 。安藤正史 ・塚正 泰之 ・

　　　　　　　　　　　　　　　牧之段保夫 （近大農）

［目的］ 現在，魚類筋 肉 中 に は 1 型 と V 型の み の 存在が

確認されて お り，特に V型 コ ラ
ー

ゲ ン は その 分解が魚肉

の 軟化現象 を引き起 こ すとされて い る 。 V 型 コ ラ
ー

ゲ ン

はテ ロ ペ プチ ド部分に 分解 を受け て い る可能性があ るた

めロテ ロ ペ プチ ド領域 を含 む V 型 コ ラ
ー

ゲソ はその分解

酵素の検索 に おい て きわめ て重要 で あ る。

　 そ こ で今回 は ハ マ チ と トラ フ グを材料と して V 型 コ ラ

ー
ゲン の精製を試みた ．

［方法］ 活魚の 背部普通筋 を ミ ン チ に した 後，O．1M

NaOH 中 で一
晩攪拌 し，遠心 分離に よ り沈殿物を得た 。

蒸留水 で 洗浄した 後，0．5M 酢酸中 で 2 日 間攪拌 した。

遠心 分離 に より得 られ た 上 澄 み に終濃度が 2．OM に な

る よ う に NaC1を 加 え ， 得 ら れ た 沈 殿物 を 50　mM
NaCl ・5M 尿素を 含む 50　mM 　Tris−HC1 （pH 　8．6）に 対

して 透 析後，DEAE セ ル ロ ース の 縣濁液 に 投入 し，半

日攪拌 して 吸着 させた。樹脂を ブ フ ナ
ー

に より 3 倍量

の 同緩衝液 で 洗浄 し，カ ラ ム （5x5cm ） に 充填 し た

後，ス テ ッ プワ イ ズ法に よ りそれぞれ吸着画分を溶出 し

た。溶出 画 分 を 501nM 　NaCl ・5M 尿素 ・ 20　mM 酢酸

ナ ト リ ウ ム （pH　4．8） に 対 し て 透 析後 ，
　 sp ・ToyopearI

を用 い O．1−・O．4　M 　NaCl を含む同緩衝液に よ り それぞ

れ の溶出画分を回収 した。

［結果］ DEAE セ ル ロ ース ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に お い

て は，α 1 （V ）鎖を含む画分は 0．1お よび O．2　M 　NaCl

で 溶 出され た 。 ま た，それ ぞ れ の 画 分 を sp・Toyopearl

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に かけ た と こ ろ ，α 1 （V ）鎖を含

む パ ン ドは や は り 0．1お よび O．2　M 　NaCl に お い て 溶 出

さ れ た 。 そ れ ぞれ の V 型 コ ラーゲ ソ の パ ン ドを比較 した

とこ ろ， トラ フ グ α （V ）鎖は ハ マ チ α 1 （V ）鎖 とハ

マ チ β （V ）鎖 の 間 に 位置 し， ト ラ フ グ α2 （V ） 鎖 は

ハ マ チ α 1 （V ）鎖 に近 い 位 置に 存在 した。

　今回の 結果より，ス テ ッ プワ イ ズ法 に よりあ る程度 の

V 型 コ ラ
ー

ゲン の 精製 が 可能とな っ た。今畿 は 1型 と V

型 の 完全な分離の た め ，さ ら に 他の ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

を試 み る必要が あ る。

GIS を用い た東 シナ海の アカウ ミガメの

　　　　　　混獲防止モ デル

　　　斯波直也 （京大院情報）・ 坂 本　亘 （京大院農）・

　　　　　　　　　　　　　 荒井修亮 （京大院情報）

［目的］　ア カ ウ ミガ メ はそ の 個体数 の減少 が 危惧 されて

い る 。 日本 近海 で は 産卵後，東シ ナ海 へ 回 遊 し越冬 して

い る と考 え られ て い る。こ の 東 シ ナ海 は優れ た 漁場 で あ
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り様 々 な漁法 が 行わ れ て い る が，ア カ ウ ミ ガ メ が 混獲さ

れ て い る と報告 が あ る 。 本研究で は ア カ ウ ミ ガ メ の 過 去

と漁場と の 関係 を解析す る 手法 と して GIS （地理情報

シ ス テ ム ） を 用 い て ，ア カ ウ ミ ガメ の 回遊す る確率 の 高

い 海域を推定 した 。

［方法］ モ デ ル の 期間 を 1994 年 8 月 か ら 95年 1 月，

範囲 を 27°〜34，5’N ，東 経 122．5
°〜128．5°E と し，範囲

内 の ア カ ウ ミ ガ メ の 滞在頻度，表面水温 ， 水深 を緯度経

nt　O．5
°
の 格子毎 に 解析 した 。 データ は，水産庁が 1994

年に 屋久島で 産卵 後の ア カ ウ ミ ガ メ メ ス 個体 10 頭 に 対

して 行 っ た衛星追跡の データ を 用 い た。各格子の 平均水

深 ，月 別 の 平均水温 を変数x，こ れ に対応するアカウ ミ

ガ メ の 滞在頻度 を正 規分布 して い る もの と 見な し，水

温，水深お の お の から得 られる確率を掛 け 合わ せ た 混獲

危険度 を算出 した 。

［結果］ 得 られ た 混獲危険度 の 値 が 高い （0．5以 上 ）の

海域 の 範囲 は 水 深 90〜100m の 大陸棚縁辺部 に ベ ル ト

状 に 広 が っ て お り，8 月 を最大 に して ，徐 々 に 低下 し，

最終的 に 1月 に 最小 とな っ た 。 逆 に ，値 の 低 い 海域 は ，

8 月を最低値 に 徐 々 に増加 し ， 1 月 に最高値 に とっ た。

ま た ， ア カ ウ ミ ガメ の 分布 の 報告例 か らは，北緯 28
°〜

32°

と さ れ て お り，本研究 で 得 られ た 分布範囲内に収ま

っ て い る。

［考察］ 今回の モ デ ル は，回遊に お よ ぼ す要素 と して 好

適水温，水深 を推定 して行 っ た が，ア カ ウ ミ ガメは底層

の ベ ソ トス 類 を捕食 して い る と考え られ るため，その 食

性 お よび底質の 情報も必要 で ある と考 え る。

　ま た実際 の モ デル 作成 に 必要 な の は 漁業情報 （底質と

魚種 の 関 係，操 業 位置，漁獲努力量）で あ る 。 そ の 収集

に は，漁船の モ ニ タ リソ グ，各国間 の 明確な漁業統計 の

発表 が 望 ま しい。

　若狭湾西部海域におけ る

マ ダイ の 成長に関する一考察

　　　　　　　　　　　　　 戸嶋 孝 （京都海洋セ ）

［は じめ に ］ マ ダイの 成長解析は ， 多 くの 場合 ， 鱗の輪

紋 を指標 と して 得 られ た 情報 か ら成長曲線を推定す る こ

とが 行 わ れ る 。 若狭湾西 部海域 に お い て も，一
定期間内

に 同海域 に 出現す る様々 な 大 きさ の マ ダイ を対象に，平

均的 な 成長傾向が 推定 さ れ て きた 。 しか し，日本海沿岸

海域では ， 標識放流の結果な どか ら，成長の 仕方が 異な

る海域間で の マ ダイの 交流 が 明らか に され て い る 。 そ こ

で，マ ダイ の海域外 へ の 移動 や ，成長 が 異 な る他 海 域 か

らの 移 入 を前提として，若狭湾西部海域 の マ ダイ の 成長

に つ い て考え て み た。

［材料と方法コ 供試魚に は，京都府沿岸海域 で 漁 獲 さ れ

た 1991年発生群 の マ ダイを用 い た。採集 し た マ ダイ に

つ い て ， 尾叉長 と体重の 測定 を行 うとともに 鱗 を 採集

し，鱗の輪紋数に よ る年齢査定 および輪径測定 を行 っ

た 。

　成長の 理 論式 に は，マ ダイの成長解析で頻用 さ れ て い

る Bertalan助 の 成 長式 を 適用 した。

［結果 と考察コ 若狭湾 西 部海域 で 採集 され た 1歳魚の

鱗 の 輪径 （第 1輪径）を精査 した結果 ，同海域 で は発

生海域 の 違 うマ ダイ 群 が 混 在 して い る もの と考 え られ

た 。 そ こで 鱗の 第 1輪径 の 差 を基準 に ， 初期成長量 の

異 な るマ ダイ 群ご とに 成長式を推定 した。各群の 成長式

から推定 され た 2歳魚以降の 尾 叉長 は ，1歳時の 尾叉長

が大 きい マ ダ・f群 ほ ど大きか っ た 。 また，初期成長量 の

大 きい マ ダ イ と小 さい マ ダイ とで は，満年齢時の 推定尾

叉長 で 40〜60mm ， 推定体重で は 60〜300　g の 差 が み

ら れ た。さらに，今回の 結果 を 1980年に行わ れ た 調査

結果 と比較 した と こ ろ，若狭湾西部海域で漁獲さ れ る マ

ダイの大きさ は，実際よりも小さ く推定されて い た こ と

が 分 か っ た。こ れ は ， 初期成長量 の 小さい マ ダイ群の 移

入 が推定値 に 影響 して い た た め と考 え られ た。

　 マ ダイ群 の漁場へ の 加入，逸散が想定される場合 ， 平

均的 な 1 つ の 関係式 で 表 現 さ れ た 従来 の 結果 は ，マ ダ

イの年齢 と体長 との 関係を断片的に捉え た だ けに な っ て

い る可能性 が あ り，解析対象とす べ き マ ダイ 群 の 成長様

式 を必 ず し も正 し く反 映 して い な い と考 え られ た 。

加速度ロガーによるマ ダイの遊泳行動解析

　　　○ 本田 秀 （京大院農）・荒井修亮 （京大院情）・

　　　　 坂本　亘 （京大院農）・光永　靖 （近大農）・

　　　　　　　　　　　　　　　 内藤靖彦 （極地研）

［目的］ 魚類の 遊泳行動を直接観察す る こ とは 難 しい
。

一
方栽培漁業や養殖業をより効率的 に 行 うためには，飼

育密度 の 変化 が飼育魚 の 行 動 や 生理 に 与 え る影響 に つ い

て 知 る こ と が重要で あ る 。 そ の た め に は 各 々 の 個体の 行

動 や個体間 の 相互 作用 を 見積もる た めの 詳 しい 情報 が 必

要 とな る。本 研究 で は 詳細 な 遊泳行動 を記録 で きるマ イ

ク ロ データ ロ ガーをマ ダイ に 装着して ，2〜3 日間 の 時

間 ス ケー
ル で の 行動解析を試み た 。

［方法］　国 立 極地 研究所 が 開発 した マ イ ク ロ データ ロ ガ

ー
（UWE −PD2G ）を ， マ ダ イ （尾 叉 長 50．5　cm ， 体重

2．33kg ） の 背鰭前部 に 装着 し，  日本栽培漁業協会百

島事業場の 1 号海水池 （125mx42mx3m ） に 放流 し

た e 本 ロ ガーは ，長さ 122mm ，直径 20　mm ，水中重

量 17．7g で 遊 泳 速 度 ，深 度 ，縦 ・ 横 2 方 向の 加 速度 を

測 定出来る 。

［結果］ マ イ ク ロ データ ロ ガーか ら得られ た 約 52 時間

の データ を 用 い て ，自 由遊泳 中 マ ダイ の 水 面 に 対 す る傾

きの 角度 を 見積 も っ た 。 そ の結果，マ ダイ が下降す る場
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